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　 フ ラ ク シ ．ヨ ン は W ．C ．　Schneider （
，45） の 方法を少 し改良した 操作 で 酸溶性燐 ， 燐脂質 ， 棲酸 ， 隣蛋白　　．

質 の 四麺 り と し た。最 も注意 した蜘 ま コ ソ タ ミ ネ ィシ ョ ソ で各 フ ラ ク シ u ン の 分離毎に洗糠液の 放射能を計

測 して 先ず大麦夫 と云 5｛条件 を決定 し ， 抽出は 同 じ遠心 管 で遂次行い ，容器 へ の 吸着 その 他 に よ る P3aの 損

失 の 可能性 を極力防ぎ ， 放射能測定 に 意義ある費觜をえ る事に 努力した 。

　蜜驗 は 注射後 1 日 目 に 手 術 した が ， 得 た結果ほ，眼球で 酸溶性の 無機有膿濟共に照毅側侫他側 の 暗眼 よ り

P3t が 多 くは な く， 燐蛋白は 多い ， リボ イ ド該酸は 今の 所不 明 。 網膜 で は 酸溶姓無麟 と リ ボ イ ドは 照射し

た時が 暗 よ り pn　thsipく，酸溶性有機燐 と燐蛋 白 とは 多 い 傾向を示す赭果を えた 。　　 ・

憫 ） 曝光で P6 渺 す る結果 も P の ty多の ・ c・・pt・ r や呼吸の 基質を加えた り pH を 爨 え た りした ら

面白い と思 5e （田申f申一）

　（讐） 吾々 の 結果は pH ？，O リソ ゲ ル 液中に約 12000　Lux で照射 3〜5 分 の 網膜か ら擴 散する燐 に つ LL

て 得た もの で あ る 。 言 わ れ る樣な實驗ほ やれば恐 ら く化學反 應 的 に は 面 白い と 思 う。 （原）

　　　　　　　 P32 に よ る 蛙 の 血液像 の變化　野津敬一 ・原藜子 ・本 妓市次 郎（阪大 ・理生）　　　　 ．

　i・ノ サ マ ガ エ ル の 羶重 グ ラム 當 り約 0．7 ミ ク ロ キ ュ・− V ・・の P32 を腹腔丙 に 注射 し た後．い ろ い ろ の 時

間 に 後肢下颶末梢 血 管か ら とつ た血 液 に つ い て 白血 球お よ び淋巴球 の 敷 と その 構成要 素を し らべ た 。 白血 球

お よび淋巴球の 數ほ 注射後數時聞は顯著に墻加す るが
， そ の 後減少 の 傾 向 h ；あ ら わ れ ， 5 日後 に は 明らか な

縅少 を 示 L て い る 。

血 渤 職 螺 に つ v て tま・   後 ・時間 まで に 好颶 性球潭 球 お よ嚇 肥 球 を あ わ せ た もの が 購

に 墻 え ，好酸性球 も増 加の 傾向 が あ る 。 そ の 後 ima 中性球 力蹈 加 し て 小淋巴球 が 誠 る bS，こ の 傾向は 7 〜 10
’

時閻 で 逆轉す る こ とが わか つ た 。

　（問） active で な い 液を 注射 した control を見 られ た か 。 （村地 孝
一

）

　（答） 觀察 し なか つ たが ， 注射液は リ ソ ゲ ル 液 で その 燐 分 は 問題 に な ら ぬ 程後 量 （1 匹 當 り 〔）．8　r ）であ る

か ら control の 必 要 は ある まい と思 弓。 《本城 ）

　（問 ） 放 射性物質 を 使 つ て 生 理 作 用を逍求す る 場合 に 放射性 に よ つ て 生 理 作用 に abno 皿 aliiy が 起 りは

しな い か とい う疑問に對す る御考 え’ま如何 o （小 泉清明）．

　（答 ） Doses に X つ 七は も ち ろ ん 影響 btあ ろ うが ，わ れわれの 罵い た OTder の 放 射能 で は そ の 心 配 が な

い と思 5 。 （本城 ）　　 、．　　　　 」

　　　 psu 燐 詣質 よ り P31の 燐 蛋白質へ の 移 行 　北 IK由 二 ・高本薫・廣田猛夫・中村 健兒 （京大
・
理 ・動）

　生體丙鮮 幾燐 酸鹽 の 勸 き に就 い て は 1930 年頃よ り P21を・用い て 多くの 研究結果 が 量表 され て い る。私逹

は 燐酸分子 の 極性基群 に 道眼し ，他 の 構咸成分の極性基群と の 聞の 靜電氣的關係 か ら燐酸 分子 は 此等 ， 極性

基群の 聞で は ， 相當活酸な動 きを見 せ る もの と考 えて 吹 の 樣な實驗を行 つ た 。
P3tを含む無機燐酸盟 を注尉

し た 蛙の 肝臓よ り＝ よ テ ル ， ク ロ ロ ホ ル ム に て PStを含む燐脂質 を抽出し ， こ の 燐 脂質 を懸濁液 （pH ．7）と

な し再度 シ ロ ネ ズ ミ， 家 兎等 に 注射 し，そ の 肝臓を 同樣な 方 法 に て 抽出分離 し ， 無譏燐酸燐脂質を 除い た全

蛋白部分 （核酸を含む｝ にP3i の 存在 を認 めた 。 こ の 實瞼結果の み で は 如何な る過程 を經 て 燐酸分子 が 移行

す るか は 嚴密に は 言 え な L・bt無驥燐酸 ， 燐脂質，蛋白部分 の PS2 の 全計嗷 の 結果等 も考 えに λれ て
， 當初私

逵 の 考え た燐酸分子 の 動きも要常で は ない か と思わ｝Lるの で ， 斯る 研究の 一
段階と して 報告す る 。

　　　　　　　　　　　　　 卩

　　　　　　　　　　 P32 の 蚕 躓 内 で の 、行 勧 に 開 す る 研 究 （第 1報）

　　　　　　　　 木暮槇太・中島誠 （東京農工 大 ・繊維 ）村地孝一・辻井祺 （立i敦大・理 ）

　P 「2 を Na 温 PO6 の 形 で 五 齡葢に 0．02　cc つ つ 注 射 し て 蚕 颶 内 で の 行勘 を 調 べ た 。

　先ず注射 した psu は 血液を通 し て 蓮 か に 費器官 に 吸牧 され約 24 時間 で そ の 量は 皿 ax 量mum に 逹 ずるが ，

直 ち に 薪に食下 に 上 つ て 吸牧された燐 に よつ t 置換され て 器官外に出さ れ る。
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